
袖ケ浦市自然散策会

初めての自然散策会

吉田 久美子（袖ヶ浦市）

日時：2026 年 3 月 14 日（土）8：45～11：00、天気 晴れ

場所：袖ケ浦市 椎の森

参加者：袖ケ浦市民 19 名（大人 18 名・子ども 1 名）市役所職員 2 名

椎の森ボランティア 13 名

「3 月の袖ケ浦市主催の自然散策会は、新しく自然観察指導員になった 3 名に任せるか

ら」と椎の森里山会会長の言葉から始まりました。昨年の 9 月に昭和の森で開催された

「NACS-J 自然観察指導員講習会」に参加した 3 名です。少し抵抗を試みましたが「講習会

に参加した熱量が冷めないうちにやった方が良い」との

ことで決定。2 回の下見と準備を実施しました。

最初は会長に連れられ約 20ha ある椎の森の隅々まで

歩きました。散策路を外れ、道なき道を会長の後に続き

ながら椎の森の成り立ち教えていただきました。

2 回目は当日の散策路を歩きながら危険箇所や枝掛かり

している木がないかを確認しながら、参加者へ伝えたい

ポイントの情報を共有しました。準備万端とはいえない状況で不安を抱えながら当日を迎

えます。

当日は、風が冷たかったのですが快晴で絶好の散策日和となりました。5 歳から 82 歳ま

での参加者のほとんどは「椎の森に初めて来た」ということです。参加者を 3 チームに分

けて「自然散策会」が開始しました。私のチームはゆっくりと時間をかけて歩きます。

今回、私は「日常生活では味わえない、森の中の風の冷たさや、匂い、音を感じてもらい

たい」を目標に出発です。自然観察指導員の先輩が後ろについてフォローしていただきな

がら森の中の散策を進めていきます。参加者は森のシンボルとなっている「スダジイ」の

巨木に「200 年もこの地で根付いていると考えるとすごいね」と話されていました。

約 1 時間 30 分散策をした後、トウキョウサンショウウオの産卵場所をみていただき終了と

なりました。「花の咲いている時期・蛍の時期にはまた来てみるよ」「久しぶりに気持ちの

良い空気の中で楽しかった」との言葉をいただけました。又、ボランティア活動に参加し

てみたいという方もいました。皆さんの笑顔がとてもうれしかったです。市民と森をつな

ぐ役割は果たせたように思います。思っていたようには出来なかったこと、やってみて初

めてわかったことがたくさ

んありましたが、今後も先

輩指導員たちに教えていた

だきながら、ゆっくりと活

動していきたいと思いま

す。


